
を

引

き

起

こ

す

。

■

生

物

多

様

性

の

危

機

。

①

地

球

温

暖

化

に

よ

る

影

響

。

※

減

少

・

絶

滅

。

分

布

域

の

変

化

。

産

卵

・

出

産

・

開

花

期

（

繁

殖

期

）

の

変

化

。

出

産

数

・

散

乱

数

の

減

少

。

な

ど

が

考

え

ら

れ

る

。

②

化

学

物

質

な

ど

に

よ

る

影

響

。

※

農

業

で

は

農

薬

・

化

学

肥

料

多

用

な

ど

で

起

こ

る

影

響

。

③

人

間

活

動

や

開

発

に

よ

る

影

響

。

※

開

発

に

よ

る

生

息

・

生

育

地

の

減

少

や

環

境

の

悪

化

、

珍

し

い

生

き

物

の

乱

獲

や

盗

掘

な

ど

。

④

人

間

に

よ

り

持

ち

込

ま

れ

た

も

の

に

よ

る

危

機

。

※

人

間

に

よ

り

持

ち

込

ま

れ

た

外

来

生

物

や

化

学

物

質

に

よ

る

影

響

で

す

。

外

来

生

物

と

言

え

ば

ア

ラ

イ

グ

マ

や

ブ

ラ

ッ

ク

バ

ス

を

連

想

し

ま

す

が

、

植

物

で

も

生

態

系

に

悪

影

響

及

ぼ

す

外

来

種

は

沢

山

あ

り

ま

す

。

⑤

人

間

活

動

の

縮

小

に

よ

る

影

響

。

※

人

間

の

働

き

か

け

が

減

っ

た

こ

と

に

よ

る

影

響

で

す

。

高

齢

化

、

過

疎

化

で

耕

作

放

棄

地

の

拡

大

。

里

山

の

利

用

が

減

り

人

が

山

に

行

か

な

く

な

た

等

々

。

こ

ん

な

こ

と

が

複

合

的

に

か

ら

み

あ

っ

て

野

生

獣

の

エ

リ

ア

が

拡

大

→

獣

害

の

拡

大

に

つ

な

が

て

い

ま

す

。

私

た

ち

一

人

ひ

と

り

が

生

物

多

様

性

を

深

く

理

解

す

る

に

は

、

自

然

の

中

で

生

き

物

と

触

れ

合

い

、

豊

か

な

生

物

多

様

性

を

実

感

し

て

み

る

こ

と

か

ら

始

め

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

私

た

ち

は

。

生

活

の

基

盤

で

あ

る

生

物

多

様

性

を

保

全

し

、

同

時

に

持

続

的

に

利

用

す

る

社

会

の

実

現

を

目

指

す

と

と

も

に

、

後

世

に

伝

え

て

行

く

責

任

を

負

っ

て

い

ま

す

。

【

※

＝

編

集

者

の

補

足

文

書

】

「

鉄

道

に

お

け

る

獣

害

被

害

の

現

状

」

JR

東

海

三

重

（

紀

勢

本

線

）

紀

勢

本

線

で

は

、

鹿

と

列

車

の

衝

撃

事

故

が

近

年

増

大

。

侵

入

防

止

柵

の

設

置

・

工

夫

、

注

意

運

転

区

間

の

設

定

、

車

両

対

策

、

忌

避

剤

対

策

な

ど

行

っ

た

い

る

が

、

い

っ

こ

う

に

減

ら

ず

平

成

23

年

度

で

は

203

件

に

の

ぼ

っ

て

い

る

。

侵

入

防

止

柵

設

置

や

事

故

処

理

に

コ

ス

ト

が

か

さ

む

。

衝

撃

事

故

で

大

幅

な

列

車

の

遅

延

が

発

生

す

る

こ

と

も

あ

り

、

乗

客

に

も

迷

惑

を

か

け

て

い

る

。

《

感

想

》

「

フ

ォ

ー

ラ

ム

に

参

加

し

て

」

モ

ン

キ

ー

ド

ッ

グ

に

関

わ

っ

て

か

ら

、

市

・

県

主

催

の

「

獣

害

対

策

」

の

講

演

を

何

度

か

聞

か

せ

て

頂

き

ま

し

た

。

そ

の

共

通

点

は

『

被

害

地

域

全

員

の

対

応

』

、

『

木

や

草

な

ど

の

伐

採

』

、

「

田

畑

の

周

辺

に

柵

設

置

」

な

ど

全

て

最

も

な

事

柄

ば

か

り

で

す

が

、

地

域

の

藪

の

伐

採

や

、

柵

の

設

置

な

ど

に

は

少

な

く

と

も

「

持

続

さ

せ

る

体

力

」

が

必

要

で

す

。

し

か

し

、

こ

れ

ら

被

害

地

域

の

多

く

が

独

居

者

も

多

い

高

齢

者

世

帯

で

す

。

こ

の

現

状

の

理

解

が

行

政

側

に

は

欠

け

て

い

る

の

で

は

な

い

か

と

、

MD

パ

ト

ロ

ー

ル

を

し

な

が

ら

思

う

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

高

齢

者

の

方

は

、

大

事

な

田

畑

の

草

刈

り

が

精

一

杯

の

状

況

で

あ

り

、

そ

れ

を

囲

む

周

囲

の

草

木

の

伐

採

、

即

ち

共

同

作

業

で

緩

衝

帯

や

強

固

な

柵

の

設

置

な

ど

、

地

域

住

民

任

せ

に

す

る

に

は

自

ず

と

限

界

が

あ

る

と

思

い

ま

す

。

こ

れ

ら

高

齢

者

へ

の

支

援

体

制

は

柵

設

置

な

ど

の

補

助

金

だ

け

で

な

く

、

若

い

力

の

「

人

的

支

援

」

が

一

番

必

要

で

は

な

い

か

と

思

い

な

が

ら

今

回

の

フ

ォ

ー

ラ

ム

を

聞

い

て

い

ま

し

た

。

【

MDC

畠

山

ひ

さ

子

】

名

張

地

方

で

は

近

年

シ

カ

被

害

が

急

激

に

増

加

し

、

そ

の

対

策

に

追

わ

れ

て

い

ま

す

。

名

張

市

農

林

資

源

室

で

は

、

捕

獲

体

制

の

強

化

・

推

進

を

図

る

を

目

的

に

最

新

式

「

鹿

移

動

組

み

立

式

囲

い

罠

「

サ

ー

ク

ル

Ｄ

」

を

導

入

し

、

テ

ス

ト

を

行

っ

て

い

ま

す

。

サ

ー

ク

ル

D

は

、

今

ま

で

の

ド

ロ

ッ

プ

ネ

ッ

ト

と

違

い

モ

ニ

タ

ー

に

よ

る

監

視

は

不

要

で

、

周

辺

環

境

に

応

じ

た

捕

獲

数

を

カ

ウ

ン

ト

セ

ン

サ

ー

に

入

力

し

て

お

け

ば

、

予

定

数

に

満

て

ば

自

動

的

に

扉

が

閉

ま

り

複

数

頭

捕

獲

で

き

る

。

ま

た

、

ユ

ニ

ッ

ト

の

組

み

合

わ

せ

に

よ

り

ど

こ

に

で

も

設

置

で

き

る

と

い

う

優

れ

も

の

で

す

。

カ

ウ

ン

ト

セ

ン

サ

ー

は

ソ

ー

ラ

ー

発

電

に

よ

り

蓄

電

、

作

動

し

ま

す

。

黒

田

区

に

8

月

末

、

設

置

。

黒

田

区

で

は

農

業

委

員

の

増

田

さ

ん

を

中

心

に

、

罠

の

監

視

や

管

理

に

尽

力

さ

れ

て

い

ま

す

。

（

写

真

＝

森

林

被

害

・

赤

目

龍

神

山

で

）

名

張

市

農

林

資

源

室

で

は

黒

田

で

の

テ

ス

ト

結

果

が

良

け

れ

ば

数

を

増

や

し

て

い

き

た

い

と

言

っ

て

い

ま

す

。

9

月

上

旬

。

田

中

さ

ん

が

ま

た

、

1

頭

捕

獲

！

。

ア

ラ

イ

グ

マ

は

特

定

外

来

生

物

に

指

定

さ

れ

て

い

ま

す

。

「

ア

ラ

イ

グ

マ

の

捕

獲

は

、

地

域

ぐ

る

み

で

行

い

ま

し

ょ

う

」

。

個

人

的

に

行

っ

て

も

大

き

な

効

果

は

期

待

で

き

ま

せ

ん

。

地

域

ぐ

る

み

で

行

う

こ

と

で

個

体

数

と

被

害

を

減

ら

す

こ

と

が

で

き

ま

す

。

形

態

体

毛

は

灰

褐

色

や

茶

褐

色

な

ど

が

あ

り

、

目

の

ま

わ

り

は

黒

い

ア

イ

マ

ス

ク

か

け

た

よ

う

で

鼻

筋

が

黒

く

、

タ

ヌ

キ

と

誤

認

さ

れ

る

こ

と

が

多

い

が

、

タ

ヌ

キ

と

の

違

い

と

し

て

長

い

ふ

さ

ふ

さ

と

し

た

尾

に

は

黒

い

輪

模

様

が

あ

る

の

が

大

き

な

特

徴

で

す

。

ま

た

、

足

が

黒

い

タ

ヌ

キ

や

ア

ナ

グ

マ

と

比

べ

て

、

ア

ラ

イ

グ

マ

の

足

は

白

っ

ぽ

く

、

耳

に

は

白

い

縁

取

り

が

あ

り

、

さ

ら

に

、

ク

マ

な

ど

と

同

じ

く

、

か

か

と

を

つ

け

る

蹠

行

性

（

ベ

タ

ベ

タ

歩

き

）

し

ょ

こ

う

せ

い

と

い

う

歩

き

方

を

す

る

た

め

、

足

跡

は

人

の

子

供

の

手

の

よ

う

な

長

い

5

本

の

指

が

く

っ

き

り

と

つ

く

。

こ

の

特

徴

は

、

ア

ラ

イ

グ

マ

と

他

の

哺

乳

類

と

を

識

別

す

る

重

要

な

ポ

イ

ン

ト

と

な

り

ま

す

。

指

が

長

く

、

器

用

で

、

前

足

で

物

を

つ

か

む

こ

と

が

で

き

る

。

成

獣

で

は

頭

胴

長

42

～

60

㎝

、

尾

長

20

～

41

㎝

、

体

重

4

～

10

㎏

原

産

地

は

カ

ナ

ダ

南

部

か

ら

パ

ナ

マ

。

日

本

に

は

ペ

ッ

ト

と

し

て

輸

入

さ

れ

た

が

、

気

性

が

荒

く

ペ

ッ

ト

に

は

不

向

き

な

た

め

野

外

に

放

さ

れ

た

り

、

逃

げ

出

す

個

体

も

多

い

な

ど

、

現

在

、

全

国

す

べ

て

の

都

道

府

県

で

野

生

化

が

確

認

さ

れ

て

い

ま

す

。

生

息

環

境

水

辺

を

好

む

が

、

幅

広

い

環

境

に

適

応

し

生

息

。

夜

行

性

で

、

昼

間

は

樹

洞

や

家

屋

の

屋

根

裏

、

廃

屋

な

ど

の

中

で

休

息

し

て

い

ま

す

。

家

屋

を

ね

ぐ

ら

と

し

て

利

用

す

る

こ

と

に

よ

る

天

井

や

壁

の

な

ど

の

汚

損

の

、

生

活

環

境

被

害

が

報

告

さ

れ

て

お

り

、

社

寺

の

屋

根

裏

へ

の

侵

入

で

、

歴

史

的

建

造

物

が

被

害

を

受

け

る

例

も

多

々

あ

り

ま

す

。

社

寺

の

か

け

が

い

の

な

い

文

化

財

を

守

る

た

め

に

、

早

期

の

対

処

が

必

要

で

す

。

※

柱

や

壁

に

爪

痕

が

あ

れ

ば

要

注

意

。

ま

た

、

納

屋

や

家

屋

な

ど

に

入

ら

れ

な

い

よ

う

侵

入

穴

を

塞

ぐ

。

雑

食

性

の

う

え

に

繁

殖

力

が

強

い

た

め

、

在

来

生

態

系

に

影

響

を

与

え

て

い

る

可

能

性

も

指

摘

さ

れ

て

い

ま

す

。

食

性雑

食

性

。

野

外

に

定

着

し

た

個

体

は

、

果

実

・

野

菜

・

穀

類

、

カ

エ

ル

や

ネ

ズ

ミ

な

ど

小

動

物

、

鳥

類

、

魚

類

、

昆

虫

な

ど

幅

広

く

食

べ

る

。

繁

殖雌

は

1

歳

、

雄

は

2

歳

で

成

熟

し

、

2

歳

以

上

の

妊

娠

率

は

ほ

ぼ

100

％

と

い

わ

れ

て

い

る

。

繁

殖

期

は

1

～

3

月

で

、

妊

娠

期

間

は

63

～

65

日

、

春

に

3

～

6

頭

の

子

供

を

生

む

。

1

度

目

の

繁

殖

に

失

敗

し

て

も

2

度

目

の

発

情

期

が

あ

り

、

そ

の

場

合

は

夏

に

出

産

す

る

。

一

夫

多

妻

制

で

、

雌

が

子

育

て

を

し

ま

す

。

感

染

症

ア

ラ

イ

グ

マ

は

ア

ラ

イ

グ

マ

回

虫

、

狂

犬

病

、

レ

プ

ト

ス

ピ

ラ

症

な

ど

人

畜

共

通

感

染

症

を

媒

介

し

ま

す

。

「

ア

ラ

イ

グ

マ

回

虫

」

は

、

人

体

に

感

染

す

れ

ば

死

亡

リ

ス

ク

が

あ

り

ア

メ

リ

カ

で

は

人

間

（

幼

児

）

の

死

亡

例

が

あ

り

ま

す

。

「

狂

犬

病

」

は

北

米

で

は

ア

ラ

イ

グ

マ

が

最

も

高

い

割

合

を

占

め

て

い

る

そ

う

で

す

。

「

レ

プ

ト

ス

ピ

ラ

症

」

は

、

人

で

は

ワ

イ

ル

病

、

秋

疫

と

あ

き

や

み

し

て

昔

か

ら

知

ら

れ

て

い

ま

す

。

病

原

性

レ

プ

ト

ス

ピ

ラ

感

染

に

よ

り

起

こ

る

人

獣

共

通

の

感

染

症

で

す

。

感

染

症

の

予

防

の

た

め

に

は

、

ア

ラ

イ

グ

マ

を

扱

う

際

は

手

袋

を

着

用

し

て

肌

を

で

き

る

限

り

露

出

せ

ず

、

病

原

体

が

含

ま

れ

て

い

る

可

能

性

の

あ

る

排

泄

物

や

血

、

も

し

く

は

そ

れ

ら

で

汚

染

さ

れ

た

土

な

ど

を

素

手

で

触

ら

な

い

よ

う

に

し

、

使

用

し

た

衣

類

や

道

具

は

消

毒

す

る

こ

と

が

重

要

で

す

。

名

張

市

農

林

資

源

室

で

は

、

被

害

防

止

対

策

を

推

進

す

る

た

め

、

捕

獲

が

進

み

に

く

い

ニ

ホ

ン

ザ

ル

、

ニ

ホ

ン

ジ

カ

（

メ

ス

）

、

ヌ

ー

ト

リ

ア

、

ア

ラ

イ

グ

マ

に

対

し

報

償

金

を

出

し

て

捕

獲

を

呼

び

か

け

て

い

ま

す

。

サ

ル

は

、

夏

期

に

は

標

高

の

高

い

涼

し

い

場

所

で

暮

ら

し

、

冬

に

は

寒

気

と

食

糧

不

足

に

耐

え

る

た

め

少

し

で

も

暖

か

く

餌

の

多

い

低

地

に

移

動

し

冬

を

過

ご

し

、

春

に

は

芽

生

え

を

追

っ

て

移

動

す

る

季

節

移

動

が

基

本

で

す

。

し

か

し

、

現

在

で

は

一

年

を

通

し

て

、

人

に

被

害

を

与

え

る

こ

と

な

く

山

中

で

暮

ら

す

サ

ル

群

は

い

な

く

な

り

、

人

の

エ

リ

ア

を

遊

動

し

、

農

作

物

を

餌

と

す

る

群

ば

か

り

に

な

っ

て

い

ま

す

。

サ

ル

の

移

動

に

は

、

植

生

環

境

が

大

き

く

影

響

し

ま

す

。

「

名

張

Ａ

群

で

は

、

ニ

セ

ア

カ

シ

ア

の

咲

く

頃

、

桑

の

実

の

熟

れ

る

頃

に

は

そ

の

群

生

地

に

執

着

し

、

し

ば

ら

く

は

そ

こ

を

移

動

し

な

い

」

。

今

後

、

移

動

地

図

に

植

生

地

図

を

重

ね

て

表

示

す

れ

ば

移

動

要

因

な

ど

が

は

っ

き

り

解

明

で

き

的

確

な

対

策

に

つ

な

が

る

よ

う

な

気

が

し

ま

す

。

本

紙

も

、

被

害

対

策

に

少

し

で

も

参

考

に

な

れ

ば

と

の

思

い

で

、

Ｂ

群

移

動

状

況

を

連

載

し

て

い

ま

す

。

山

の

植

生

環

境

、

防

除

体

制

の

強

弱

、

農

作

物

の

状

況

な

ど

を

、

お

ぼ

ろ

げ

な

が

ら

把

握

す

る

こ

と

で

き

ま

す

。
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（

写

真

＝

「

鹿

移

動

組

み

立

式

囲

い

罠

サ

ー

ク

ル

D

」

と

増

田

さ

ん

。

黒

田

で

）

矢

川

の

ア

ラ

イ

グ

マ

そ

の

後

サルの出没状況

シカ捕獲罠『サークルD』

黒田地区にテスト設置


